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（第１号様式）
平成２７年度 学校教育目標設定報告書

学校番号 １００ 学校名 県立長生高等学校 課程名 全日制

領域 重 点 目 標
具 体 的 方 策 評 価 項 目 ・ 指 標

（具体的な取組，手立て） （評価方法・評価基準）

１ 知・徳・体の調和 ①生徒や地域の要望を踏まえ，充実 ①２学期制，単位制のメリットを
のとれた教育を推進 した教育課程の編成を行い，学習 活かした教育課程の編成と実施。
し，生徒の個性や能 と部活動の両立を可能にする教育
力を伸ばすとともに 環境をつくる。 ②部活動の加入率と大会結果，活
希望する進路実現の 動概要報告。
ための指導・支援の ②豊富で新鮮な資料を揃え，図書館
充実に努める。 便り，新着図書案内，リクエスト ③年８回の図書館便りを発行する。

学 制度等の広報活動を行う。 年２回の図書館利用状況を職員
へ報告。リクエスト制度の実施。

２ 言語活動を充実さ ③留学生の受け入れや短期交換留学
せ，コミュニケーシ 生の受け入れを行い，国際交流の ④留学生等の円滑な受け入れ。国

校 ョン能力や論理的思 できる環境をつくる。 際交流の情報提供。
考力を育成し，将来，
国際社会で活躍でき ④Ｗｅｂページを通して，積極的な ⑤Ｗｅｂページには努めて新しい
る人材の育成に努め 情報発信に努める。 情報を掲載できるようにする。

経 る。 生徒参加・海外向けのページの
⑤保健室の利用状況を職員に連絡し， 充実。
共通理解を図る。

３ 家庭・地域との連 ⑥保健室通信による報告を年10回
営 携を密にし，開かれ ⑥交通安全指導（交通安全・災害安 実施。

た学校づくりを推進 全）及びマナー指導を充実させる。
するとともに，安全 ⑦交通安全指導年６日間，列車巡
教育の一層の充実を ⑦緊急時（地震・火災）の生徒の安 回指導年４日間，定期考査中の
図る。 全意識の向上を図る。環境整備の 駅 周辺等の巡回５日間実施。

励行による学習環境の高レベルで
の維持を図る。 ⑧防災避難訓練（地震・火災対応）

を年２回実施及び危機管理マニ
ュアルの見直し， 備蓄品の整備
及び防災訓練の見直し。

１ 質の高い授業を通 ①生徒による授業評価アンケートの ①生徒の授業評価アンケートの結
して，主体的・探求 実施する。（６月，11月） 果に基づき，校長との面談２回
的に学ぶ態度を育成 実施。
し，知識，技能に加 ②生徒のニーズに合った学校設定科
えて，思考力，判断 目の作成。 ②生徒の授業評価アンケートの結

学 力，表現力等を高め 果。
る授業実践に努める。 ③全教科で，授業公開や研修会を実

施して，指導力の向上を図る。 ③校内研究授業３回以上，研修会
２ 進学指導重点校並 実施。

習 びにＳＳＨ経過措置 ④各関係教科で，学習の中に問題解
校として，教育課程 決に必要な仮説ー検証のプロセス ④グループワークや対話形式を取
の充実を図り，生徒 を導入する。 り入れた授業の達成率，生徒の
の学力の一層向上を 発言の機会の増加率。

活 目指す。 ⑤模試成績の分析を通じて，生徒の
学力推移を定点観測し，現状に応 ⑤全員受験の模試と学習状況診断

３ 進学指導重点校と じた指導を展開する。 型テストの実施。その結果の共
して，組織的・計画 有化。

動 的な進学指導や課外 ⑥生徒のニーズに合った課外授業を
授業の充実に努め， 年間を通して各学年で実施する。 ⑥課外授業の実施内容・時間数及
生徒の希望す進路実 び生徒のアンケートにより確認
現を目指す。 ⑦生徒の進路希望に応じた指導・支

援をするため，進学資料等を準備 ⑦進学に必要な資料等を生徒に逐
する。 次周知。

１ ＨＲや学校行事， ①登校指導，下校指導を通して，挨 ①学校評価アンケートの肯定意見
部活動等の一層の充 拶の励行，服装・頭髪等のマナー の割合を維持する。遅刻者の延
実を図り，生徒の自 を徹底する。 べ人数を前年度比較１０％減少。

生 主的，自律的精神の
涵養に努める。 ②自発的な基本的生活習慣の確立を ②保健便りを月１回（年12回）発

目指し，保健便りの発行などによ 行。
る保健指導や健康教育を実施する。
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２ 生徒理解を基盤と ③全校一斉ＬＨＲの内容を充実させ，③全校一斉ＬＨＲを３回実施。
徒 した生徒指導の充実 豊かな心を育成する。 その際，生徒からのアンケート

に努め，自他の生命 実施。
や個性を尊重し，他 ④１年次のＬＨＲにおいて，道徳に
者と協調して問題を 関するＤＶＤの視聴や読み物教材 ④レポート，アンケートの結果周
解決することができ を活用し，感想等を発表する。 知。

指 る力を育成する。
⑤図書館報の発行や各読書感想文コ ⑤図書館報の発行や各種感想文コ

３ 保健指導や教育相 ンクール等に主体的に取り組ませ， ンクールへの取組。
談，特別に支援が必 豊かな心を育成させる。
要な生徒へのきめ細 ⑥ＳＣの活用状況の報告を年３回

導 かい指導・支援の充 ⑥ＳＣの組織的な活用や事例検討会 実施。
実を図り，心身とも 開催などの教育相談体制を整備す
に健康で元気な生徒 る。 ⑦生徒情報交換会を月１回開催す
の育成を目指す。 る。職員研修会を年２回（11月

⑦特別支援教育や教育相談に関する ・12月）実施。特別支援教育推
理解を更に深める目的で職員研修 進委員会を年３回実施。
を行う。

１ 教育活動全体を通 ①定期的な進路希望調査や学習状況 ①詳細な進路希望・学習状況調査
じてキャリア教育を 調査を通じて，生徒の進路希望状 を各学年３回実施。

キ 推進し，将来の目標 況を把握し，その現状や発達段階
を明確に持ち，その に応じた進路指導を広報活動や面 ②職場体験，ボランティア活動実
達成のために計画的 談を通じて継続的に実施する。 施回数，状況の把握。

ャ に行動できる力を育
成する。 ②インターンシップや体験活動を奨 ③進路説明会や天夢塾の実施回数

励し，勤労観や職業意識の醸成を とその状況を把握。（各学年前・
リ ２ 各教科等の学習を 図る。 後期各1回）

基盤とした体験活動
やボランティア活動 ③卒業生や地域の人材を講師とした ④高大連携講座の参加人数把握，

ア の充実を図り，社会 進路説明会や本校ＯＢによる天夢 大学講師を招いての特別授業
との関わりを深める 塾を実施する。 年３回実施。
中で，自ら課題を見

教 つけ，課題を解決し ④地域の大学と高大連携を実施する。
ていく力を育成する。

育 ３ 個に応じたガイダ
ンスの機能を生かし
て，進路指導の一層
の充実を図る。

１ 昨年までのＳＳＨ ①研究発表会等対外行事に積極的に ①発表会等の参加人数，発表形式。
事業の研究実践の成 参加するとともに，生徒の新たな 各種発表会及びコンクール等の
果を生かして，理数 活動を場を開拓する。 入賞件数。

特 教育の一層の充実を
図るとともに教育活 ②英語による発表や意見交換の場を ②実施回数，生徒のパフォーマン

色 動全体の活性化を図 増やし，コミュニケーション能力 ス評価。
る。 の伸長をはかる。

あ ③国際交流の実施状況，実施回数
２ 将来，国際社会で ③ＩＣＴを活用した国際交流事業を の把握。

る 活躍できる人材を育 推進する。
成するために，英語 ④大学との連携講座回数と参加人

教 によるプレゼンテー ④高大連携事業を通じて，生徒の進 数を把握。（3回）
ション能力の育成を 学へのモチベーションを上げると

育 図るとともに国際交 ともに，よりよい進路選択に役立 ⑤旧プログラムとの比較評価。
流活動を推進する。 たせる。 参加者の満足度調査。

活
３ 小学校，中学校， ⑤大学，企業等との協働で学習プロ ⑥実施回数，小・中学校教員の満

動 高校，大学や地域企 グラムを開発する。 足度調査，出前授業等の質的な
業等と連携し，教育 掌握。
活動の一層の充実を ⑥「出前授業」や「おもしろ理科講
図る。 座」を充実させ，ＳＳＨ事業の成

果を近隣小中学校へ還元する。


